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４） 早 稲 田 大 学 RDR 倶 楽 部 編『RDR60』1983.２、
pp.170-175
５） 日本バスケットボール協会編『バスケットボール
の歩み』1981.３、p.232  
早稲田大学RDR倶楽部編『RDR60』1983.２、p.175
６） 旭日賞は勲１等から勲６等まであり、勲３等旭日
賞は、「勲三等旭日賞ハ中綬ヲ以テ喉下に佩フ」と
記されている。（「勲章佩用心得」賞勲局、日にち
不明）
７） 早稲田大学RDR倶楽部編『RDR60』1983.２、p.175
８） 「李想白に勲章を与えるために内閣府賞勲局が残し
たメモ書き」（日にち不明））
９） 富田毅郎は、早稲田大学バスケットボール部出身
者であり、李想白の１年後輩にあたる。彼は協会
が創立した当初から理事を務め、理事長（昭和20
～25年）、副会長（昭和28～39年）などを歴任した。
そして、 多磨霊園にある彼が眠る墓の墓誌には、
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35） 三橋誠、浅野延秋、高橋太郎ほか「オリムピツク
遠征軍座談会」『第十一回オリンピック大会籠球報
告書』所収、大日本バスケットボール協会、1938.
４、p.59
36） 三橋誠、浅野延秋、高橋太郎ほか「オリムピツク
遠征軍座談会」『第十一回オリンピック大会籠球報
告書』所収、大日本バスケットボール協会、1938.
４、p.59
37）上掲書、p.60
38） 李想白「京城YM籠球団を見ての随想」『アスレチ
ックス（第７巻第５号）』所収、大日本体育協会、
1929.５、pp.84-89
39） 李想白「一大転機に立つ籠球」『籠球研究（第９
号）』所収、松本幸雄、1936.３、p.２
バスケットボール競技規則』p.８
31） 李想白、浅野延秋、竹崎道雄ほか「ガードナーア
ンダーソンと語る」『籠球（第８号）』所収、大日
本バスケットボール協会、1933.11、p.８
32） 李想白「国際会議を中心として−FIB伯林会議に
出席するの記−」『籠球（第18号）』所収、1936.12、
p.49
33） 竹内虎士「籠球に於けるシステムプレイの考察−
特に偶発法との価値の比較に就て−」『体育と競
技』所収、目黒書店、1935.６、p.34
34） ８の字連続移行法とはポストプレーの一種で、ポ
ストにいる競技者を中心として８の字を描くよう
に他の競技者が動くという攻撃法であり、座談会
で三橋誠は８の字連続移行法をオリンピック・ベ
ルリン大会で用いていたことを発言している。
